


株式会社吉田組は、昭和 9 年(1934)に創業、昭和 18 年（1943）に株式会社となった総合建設会社である。 

1964 年から、大型起重機船を所有し、大規模港湾工事、海上空港工事、海上原油備蓄基地工事、大型橋梁

架設工事等に参画してきた。近年においては、港湾工事だけでなく、陸上土木工事、建築工事も行っている。

最近では、太陽光発電事業、洋上風力発電工事、波力発電、海流発電などの実証試験など、再生可能エネルギ

ー関連プロジェクトにも積極的に参画している。また、農業関連事業も受託し、地域の休耕地の活用、モリ

ンガ、ネギ栽培による CO2 削減、障がい者の教育訓練の場を提供している。令和 15 年 

（2033）の創業 100 周年に向け、持続可能な多角経営を目指している。 

港湾関係企業等としての事業の概要 

３側面 SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

✓ 環境

✓ 社会

☐ 経済

太陽光発電、洋上風力発電など再生可能エネ 

ルギープロジェクト工事への積極的に参画す

る。（GX） 

・2030 年までに、累計 500MW 以上の発電所工

事参画を目指す。

☐ 環境

✓ 社会

✓ 経済

ICT、BIM/CIM など IT 技術の導入により工事

現場生産性の向上（DX）し、働き方改革を実

現する。 

・2030 年までに、ICT、BIM/CIM を導入する現

場、及び 4 週 8 休を実施する現場の割合につ

いてそれぞれ 100％を目指す。

☐ 環境

✓ 社会

✓ 経済

多様な経歴を有する若手人材、女性技術職希

望者の積極的に採用する。社内教育の充実に

よる若手技術者の資格取得を推進する。関連

事業において障がい者就労教育の場を提供す

る。（D&I） 

・2030 年時点における技術社員のうち、35 歳

未満の若手技術社員の割合については

40％、35 歳未満の若手有資格者数について

は 30％以上を目指す。

・2030 年時点における女性技術社員数を 3 名

以上、障がい者訓練数を 2023 年時点の 20％

増を目指す。
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